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 平
成
21
年(
２
０
０
９
年) 

 

川
合
善
明
市
長 

…
…
「
誕
生
の
背
景
」 

舟
橋
市
政
に
は
本
当
の
街
づ
く
り
の
政
策
が
な
い
と
す
る
批
判
の
声
は
、
当
時
市
役
所
の
内
外
に
広
ま
っ
て
い
た
。 

 

市
役
所
で
は
冷
や
飯
を
食
わ
さ
れ
た
不
満
職
員
の
代
表
格
が
、
後
に
副
市
長
に
な
っ
た
風
間
清
司
氏
。 

民
間
サ
イ
ド
の
反
舟
橋
の
筆
頭
が
㈲
東
洋
建
興
の
藤
崎
榮
一
氏
。
氏
は
舟
橋
市
長
と
は
中
央
大
学
で
同
門
の
筈
な

の
に
、
舟
橋
市
長
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
強
い
反
感
を
抱
き
つ
つ
、
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
不
遇
を
か
こ
っ
て
い
た
。

市
議
会
議
員
の
中
で
は
、
一
期
目
の
小
野
澤
康
弘
氏
が
舟
橋
市
長
の
与
党
会
派
・
啓
政
会
で
居
心
地
の
悪
い
思
い
を

し
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
舟
橋
市
長
が
野
に
下
り
、
舟
橋
市
政
を
継
ぐ
形
で
副
市
長
の
細
田
照
文
氏

が
市
長
選
に
立
候
補
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
対
立
候
補
と
し
て
出
馬
し
た
の
が
「
川
合
善
明
氏
」
で
あ
っ
た
。 

 

川
合
善
明
氏
出
馬 

真
の
理
由
は
「
市
長
に
な
ら
な
い
と
親
父
と
同
じ
墓
に
入
れ
な
い
」 

 

川
合
善
明
氏
は
、
名
門
埼
玉
県
立
川
越
高
等
学
校
第
21
回
卒
。
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
を
経
て
東
京
教
育
大

学
文
学
部
卒
。
弁
護
士
。
父
親
の
喜
一
氏
が
長
く
市
長
を
や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
倅
の
善
明
氏
を
市
長
に
推
す

声
が
顕
在
化
す
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
後
援
会
の
人
脈
が
見
え
て
く
る
。
会
長
が
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
長

谷
川
健
一
氏
。
副
会
長
が
藤
崎
氏
と
笹
田
裕
氏
。
笹
田
氏
は
岸
町
の
柔
道
整
復
師
で
、
何
と
笹
田
夫
妻
の
仲
人
役
は

舟
橋
市
長
夫
妻
で
あ
る
。
笹
田
氏
と
川
合
氏
は
川
越
高
校
の
卒
業
年
次
の
同
級
生
で
あ
る
。
そ
し
て
市
議
の
小
野
澤

康
弘
氏
。
役
所
で
不
遇
に
沈
む
風
間
氏
を
引
き
上
げ
た
の
が
、
後
に
川
合
市
長
の
特
別
秘
書
官
と
な
る
植
松
久
生
氏

で
あ
っ
た
。
植
松
氏
も
川
高
出
身
で
、
川
合
善
明
氏
と
組
は
違
う
が
同
学
年
で
あ
る
。
く
す
ぶ
り
の
風
間
氏
を
川
合

氏
に
引
き
合
わ
せ
た
の
は
植
松
氏
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
植
松
氏
は
風
間
氏
に
と
っ
て
の
恩
人
で
あ
る
。 

 

川
合
氏
を
川
高
出
身
の
市
職
員
が
囲
む
と
い
う
形
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
側
近
が
驚
い
た
こ
と
は
、
川
合
善
明

氏
に
は
政
治
家
の
素
質
が
全
く
な
く
、
権
力
志
向
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。
市
長
を
目
指
し
た
理
由
を
問
う
と
「
市

長
に
な
ら
な
い
と
親
父
と
同
じ
墓
に
入
れ
な
い
」
と
の
政
治
性
な
き
返
事
に
は
苦
笑
す
る
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
。 

 

政
策
の
な
い
川
合
善
明
市
長
候
補
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
作
成
は
、
市
職
員
の
風
間
清
司
氏
だ
っ
た 

風
間
氏
は
、
川
越
市
役
所
で
不
遇
を
か
こ
つ
中
で
、
当
初
ブ
ー
ム
で
あ
っ
た
自
治
体
学
会
に
参
画
。
自
治
体
学
会

を
通
じ
て
民
主
党
系
の
政
策
に
精
通
す
る
。
風
間
氏
は
、
川
合
氏
の
市
長
選
に
向
け
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
な
ど
の
政
策

面
を
担
当
し
た
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
川
合
善
明
氏
の
政
策
は
民
主
党
寄
り
の
政
策
と
な
っ
た
。
と
に
か
く
川
合

氏
は
、
政
治
面
に
関
し
て
全
く
無
知
で
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
、
お
と
な
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
。
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
作
成
に
際
し
「
本
当
に
自
分
が
し
た
い
こ
と
は
…
何
？
」
と
聞
い
て
も
、
得
意
の
無
言
を
決
め
込
む
だ
け
で
あ
っ

た
と
言
う
。 

そ
れ
が
今
は
ど
う
だ
。
権
力
の
椅
子
の
居
心
地
が
よ
く
な
る
と
、
二
年
目
辺
り
か
ら
の
振
る
舞
い
は
ま
る
で
権
力

の
亡
者
と
化
し
て
自
ら
の
力
量
を
過
信
。
何
で
も
自
分
で
で
き
る
と
思
い
上
が
り
、
舞
い
上
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
っ

た
。
こ
の
川
合
善
明
氏
を
市
長
に
す
る
た
め
、
心
か
ら
な
る
支
援
を
し
て
下
さ
っ
た
川
高
三
年
Ｃ
組
卒
の
学
友
の
皆

さ
ん
。
ま
た
川
高
卒
の
多
く
の
方
々
に
協
力
を
戴
い
た
の
だ
。
そ
の
こ
と
を
振
り
返
れ
ば
、
川
合
市
長
の
側
近
で
あ

る
川
高
組
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
合
わ
せ
る
顔
が
な
い
と
、
胸
の
張
り
裂
け
る
思
い
を
し
た
と
い
う
。
そ

れ
ら
の
責
任
を
痛
感
し
、
川
合
市
長
の
言
動
を
諫
言
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
川
合
市
長
は
諫
言
し
た
者
を
憎
し
み
の
対

象
と
し
た
。
植
松
氏
は
、
そ
の
犠
牲
者
第
一
号
と
な
っ
た
。
こ
の
話
は
あ
と
の
章
で
…
… 



市
長
選
開
始
「
民
主
党
が
川
合
推
薦
」
を
表
明
す
る 

当
時
、
市
議
会
派
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
川
越
21
は
、
民
主
党
に
近
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
川
合
氏
を
推
薦
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
推
薦
を
決
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
川
越
21
の
メ
ン
バ
ー
小
林
薫
議
員
は
厳
寒
の
中
、
早
朝
か
ら
川
越

市
駅
頭
で
川
合
氏
の
応
援
に
立
ち
、
ま
た
川
合
氏
の
選
挙
カ
ー
で
の
応
援
も
行
っ
た
。
民
主
党
の
片
野
広
隆
議
員
は

川
合
氏
の
選
挙
カ
ー
の
運
転
手
ま
で
し
て
手
伝
っ
た
。 

平
成
21
年
１
月
25
日
執
行
の
市
長
選
挙
で
川
合
善
明
氏
は
当
選
と
な
っ
た
が
、
川
合
氏
本
人
・
川
合
夫
人
か
ら

の
労
い
の
言
葉
や
挨
拶
の
電
話
一
本
な
か
っ
た
と
い
う
。
惜
敗
し
た
細
田
氏
は
、
支
援
者
に
丁
重
な
挨
拶
回
り
が
あ

っ
た
こ
と
を
耳
に
し
、
関
係
者
は
礼
儀
を
知
る
人
と
の
心
の
違
い
を
知
り
憮
然
た
る
思
い
を
拭
い
切
れ
な
か
っ
た
。 

 

平
成
２３
年
３
月
議
会
に
お
い
て
「
特
別
秘
書
官
」
の
役
職
を
条
例
化 

当
時
、
民
主
党
と
川
合
市
長
と
の
間
に
は
今
の
よ
う
な
亀
裂
は
な
か
っ
た
が
、
特
別
秘
書
は
必
要
が
な
い
と
の
こ

と
で
民
主
党
は
反
対
に
回
っ
た
。
平
成
23
年
３
月
川
合
市
長
は
、
わ
ざ
わ
ざ
新
し
い
条
例
を
作
り
植
松
氏
を
特
別

秘
書
官
の
役
職
で
就
任
さ
せ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
一
年
後
、
植
松
氏
に
メ
ー
ル
で
「
辞
め
て
ほ
し
い
」
と
退
職
を
促
し

た
。
同
時
に
川
高
卒
の
友
人
達
や
、
与
党
の
市
議
ら
に
も
植
松
氏
を
辞
め
さ
せ
る
旨
の
電
話
を
入
れ
て
い
る
。 

 

議
会
で
条
例
化
し
た
特
別
秘
書
官
を
一
年
後
に
「
メ
ー
ル
で
退
職
さ
せ
た
」
川
合
市
長 

川
合
市
長
誕
生
に
際
し
て
、
副
市
長
を
誰
に
す
る
か
は
差
し
迫
っ
た
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。 

白
羽
の
矢
は
、
あ
ら
ゆ
る
政
務
に
通
じ
た
大
野
英
夫
氏
に
向
い
た
。
大
野
氏
は
是
是
非
非
を
明
ら
か
に
し
、
公
私

を
峻
別
す
る
真
っ
直
ぐ
な
人
物
で
あ
る
。
大
野
氏
は
川
高
の
出
身
で
日
大
卒
。
し
か
し
川
合
氏
の
選
挙
支
援
に
は
参

画
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
川
合
派
の
一
部
に
反
対
意
見
も
あ
っ
た
が
政
治
を
知
ら
な
い
川
合
氏
を
補
佐
す
る
に

は
、
大
野
氏
を
お
い
て
他
な
し
を
植
松
氏
は
主
張
し
た
。
大
野
英
夫
氏
が
副
市
長
に
就
任
し
、
こ
こ
に
川
合
執
行
部

体
制
が
確
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
二
年
、
川
合
体
制
は
平
穏
・
大
過
な
く
政
務
を
推
進
し
て
い
る
か
に
見

え
た
が
水
面
下
に
お
い
て
は
、
川
合
市
長
の
権
力
思
考
が
頭
を
も
た
げ
市
議
ら
を
レ
ベ
ル
の
低
い
存
在
と
決
め
付

け
、
自
分
の
方
が
優
秀
だ
と
の
思
い
上
が
り
が
議
会
で
の
対
応
に
露
呈
し
、
議
会
対
策
が
う
ま
く
回
ら
な
く
な
っ
て

き
た
の
だ
。 

こ
う
し
た
経
緯
の
中
に
、
与
党
議
員
に
よ
る
川
合
市
長
の
権
力
を
利
し
て
自
己
益
を
計
る
者
ら
が
、
大
野
副
市
長

の
政
務
の
推
進
に
水
を
差
し
大
野
副
市
長
に
対
す
る
讒
言
（
ざ
ん
げ
ん
）

が
日
を
追
っ
て
激
し
く
な
り
、
川
合
市
長
は
そ

れ
を
ま
と
も
に
受
け
大
野
副
市
長
を
遠
ざ
け
始
め
、
同
時
に
植
松
氏
も
特
別
秘
書
官
と
し
て
川
合
市
長
の
自
我
慢
心

が
高
ま
る
に
つ
れ
、
議
会
と
川
合
市
長
と
の
橋
渡
し
が
う
ま
く
回
ら
ず
川
合
市
長
に
対
す
る
植
松
氏
の
諫
言
も
厳
し

く
な
り
、
植
松
氏
の
存
在
が
う
と
ま
し
く
川
合
市
長
の
胸
中
は
植
松
氏
に
対
す
る
憎
し
み
に
変
わ
っ
て
い
く
。 

や
が
て
植
松
特
別
秘
書
官
は
、
川
合
市
長
誕
生
ま
で
の
努
力
、
川
合
市
長
を
中
心
と
し
た
政
務
の
推
進
に
身
を
削

る
よ
う
な
苦
慮
の
日
々
も
空
し
く
、
川
合
市
長
よ
り
一
本
の
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
川
越
市
庁
舎
よ
り
追
い
払
わ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。 

か
つ
て
川
合
氏
を
推
し
た
小
林
議
員
は
、
川
合
市
長
の
思
い
や
り
の
な
い
…
人
情
の
か
け
ら
も
な
い
…
自
己
中
心

主
義
に
強
い
反
発
と
怒
り
を
も
っ
て
、
平
成
24
年
第
二
回
定
例
会
（
６
月
12
日
）
一
般
質
問
で
、
植
松
特
別
秘
書

官
解
任
に
つ
い
て
川
合
市
長
に
鋭
い
質
疑
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
川
合
市
長
の
シ
ド
ロ
モ
ド
ロ
の
答
弁
は
議
事
録
に

残
っ
て
い
る
。
大
野
副
市
長
は
自
ら
去
り
…
植
松
氏
は
川
合
市
長
か
ら
首
を
飛
ば
さ
れ
…
風
間
氏
は
居
残
り
副
市
長

に
ま
で
昇
進
し
た
も
の
の
、
例
の
如
く
川
合
市
長
に
遠
ざ
け
ら
れ
、
任
期
を
残
し
そ
の
職
を
追
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 
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